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災害コミュニケーションと視覚情報の共有 
 

松本直人†1
 

 

災害発生時において被害状況を的確に把握することは，迅速な復旧作業への第一歩となる．特に写真など視覚情報は
文字情報に比べて多くの情報量を含んでおり，360 度の周辺状況をデータに収める撮影技術を使うことで，より多く
の情報が表現可能となる． 

本稿では，現在利用可能な 360°撮影技術について，災害時に効果的な視覚情報の共有方法について検証する． 

 

Disaster communications and Visual information sharing 
 

NAOTO MATSUMOTO
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The 360 panoramas photo is include so many information about disaster situation greater than text and voice. This paper is a 

introduce to analysis a Disaster communication and Visual information sharing using the 360 panoramas photo shooting and GPS 

geolocation for the next disaster. 

 

 

 

 

1. はじめに   

 災害時において，被災状況の把握は災害復旧・減災とい

う観点から極めて重要です．本稿では文字・音声よりも多

くの情報を含む視覚情報を用いた被災状況の把握について，

その検証結果を手法について情報共有する事を目的として

います． 

 2011 年発生した東日本大震災において，広域災害におけ

る収集と共有の難しさは数多くの研究者により再認識され

ました．とくに文字情報だけでは，被災状況の詳細な様子

を把握することは難しく，また地理的な位置共有にも難が

ありました．(図 1) 

 

図 1 平成 23 年東北地方太平洋沖地震について[1] 

Figure 1 Prime minister of Japan and His Cabinet Announced for 

Japan Earthquake (Mar.2011) 
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 東日本大震災当時に活用可能だった情報として国土交通

省河川国道事務所のライブカメラがあり, 余震の続くなか

生き残ったカメラから正確な情報収集することが可能でし

た．(図 2) 正確な位置情報を伴った視覚情報の有効性が確

認できた事例です． 

 

 

図 2 国道 4 号・46 号リアルタイム情報(平成 23 年 3 月 11 日)[2] 

Figure 2 Route 4 and 46 Real-time Road Information in Iwate 

Prefecture Area (Mar.2011) 
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2. 視覚情報の収集手法と考察 

 視覚情報を収集する場合，一般的なカメラによる撮影に

は限界が存在あります．それは限られた被写体の範囲でし

たデータを保存できないからです．(図 3) 

 

 

図 3 一般的な撮影による視覚情報[3]  

Figure 3 Normal Camera Shoot for Visual Information sharing 

 

これを補う方法として，パノラマ撮影技術が有効となりま

す．(図 4) パノラマ撮影では，より多くの視覚情報をデー

タ保存するために従来方法より有効となるからです． 

 

 

図 4 パノラマ撮影による視覚情報の拡充[4] 

Figure 3 Visual Information expansion using panoramas 

 

さらに 360 度パノラマ撮影を行うことで，より多くの視覚

情報を単一データとして収集できます． 

 これら撮影されたデータを加工する事により，詳細な被

災状況を把握することができ，また GPS 位置情報を付与す

ることで撮影時刻・位置情報を元に被災状況の推定も可能

となります．(図 5) 

 

 このように可能な限り収集可能な情報を被災地で収集し

共有することで，より的確な災害復旧・減災に向けた取り

組みに寄与することが可能であると考えられます． 

 

図 5 360 度パノラマ写真と位置情報の活用[5] 

Figure 5 Visual Information Sharing using 360 Panoramas with 

GPS geolocation. 

 

また被災状況の共有を視覚情報を用いて行うことが現在可

能です．360 度パノラマ撮影された視覚情報をパノラマ写

真ビューアを通じて遠隔地と共有することで，より具体性

を持った災害復旧・減災プランの立案に寄与できると考え

らえます． 

 

 

図 6 360 度パノラマ写真共有アプリケーション[6] 

Figure 6 360 panoramas viewer Application 

 

3. 360度パノラマ撮影の課題 

 視覚情報に 360 度パノラマ撮影技術を用いる場合にも課

題はあります．それは機材と撮影スキルについてです． 

 

 360 度パノラマ撮影手法として，全天周レンズを用いる

場合と iPhoneや Android などスマートフォンによる 360度

撮影アプリケーションを用いる場合の二つに大別されます．

全天周レンズを用いる場合には，特殊なレンズをカメラに

装着することで撮影スキルを要さずに 360 度パノラマ撮影

が可能となります．360 度撮影アプリケーションを用いる

場合には，特殊なレンズは不要であり，通常レンズで撮影

した連続写真をアプリケーションが自動合成を行ってくれ

ます．(図 7) 
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全天周レンズ 360 度撮影アプリケーション 

特殊レンズ＋カメラ 通常のレンズ 

撮影後にパソコン等で補正 撮影後アプリが自動合成 

合成痕は存在しない 合成痕が存在する 

高価・可搬性難あり 安価・可搬性良い 

撮影スキル不要 撮影スキル必要 

図 7 パノラマ撮影加工技術の比較[7] 

Figure 7 The Panorama camera shooting Pros/Cons 

 

 二つの撮影手法を比較すると，それぞれに課題が見えて

きます． 

 

 全天周レンズを用いた場合には高価な特殊レンズを必要

とし，撮影後に専用アプリケーションを用いて加工を行う

ことが必要です．360 度撮影アプリケーションを用いた場

合には，通常レンズによる連続撮影と自動加工により容易

に利用可能ですが，自動加工により発生する合成痕を残さ

ずに撮影するという特有の撮影スキルが必要となります．

(図 8) 

 

 災害コミュニケーションとして視覚情報の共有を考えた

場合，災害発生直後の移動も困難な状況で，このような課

題と向き合う必要があります． 

 

 

図 8 360 度パノラマ撮影の必要機材(例)[8] 

Figure 8 The machinery parts for 360 panoramas shooting 

 

 とくに 360 度撮影アプリケーションの自動加工で発生す

る写真データ合成痕は，被災地の状況を誤認する可能性が

あるため無視できない要素となっています．また全天周レ

ンズは一般的に入手出来ない場合もあり，日常的に利用す

る技術とはいえない点にも注意が必要です． 

 

 

4. まとめ 

 災害コミュニケーションの一つとして 360 度撮影による

視覚情報の共有についての考察を行いました．本稿の検証

において，災害時における視覚情報の共有は実用段階にあ

り，普及に向けた情報共有は有意義であると考えられます． 

 

 今後の課題として，視覚情報の共有データをどこに保存

するかをクリアする必要があります。 

 

 

図 9 海上保安庁 海底線修理作業 2011 年 4 月 23日[9] 

Figure 9 Recovery of The Submarine Cable (Apr.2011) 

 

 東日本大震災発生時には数多くの海底ケーブルが切断さ

れ海外へのデータ通信が綱渡り状態であった事が報告され

ています．(図 9) 360 度撮影アプリケーションの多くが海外

企業により作成され，データ保存先としても海外サイトと

なっているからです． 

 

 災害コミュニケーションとして視覚情報の共有を考えた

場合，データ保存先を国内海外の複数に選択できる点は考

慮すべき要素であり，取り組むべき重要な課題だと理解で

きます．本稿では今回，視覚情報の共有の手法として，360

度撮影の現状と課題の検証を行いましたが，本結果を通じ

て新たな災害コミュニケーションと視覚情報の共有の理解

が深まりましたら幸いです． 
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